













『カ リキュラムのための指針(歴 史 ・地理 ・社会分野)』
イタ リアにおける歴史教育 ・地理教育の現状一一
徳 永 俊 太
は じめ に
本 稿 は 、 イ タ リア の 教 育 ・大 学 ・研 究 省(Ministero
delrlstruzione,den'UniversityedellaRicerca)1が2007年
に公 布 した 『カ リキ ュ ラ ム の た め の 指 針 』(lndicazioni
peritcurricolo)の うち 、 下 記 の 図 に示 す 第 一 サ イ クル
(義 務 教 育 期 間)の も の2の 中 か ら歴 史 ・地 理 ・社 会 分














































出展:教 育 ・大学 ・研究省のHPを もとに筆者作成
歴 史 ・地 理 ・社 会 分 野
序 文
歴 史 ・地 理 ・社 会 分 野 は 、 空 間 と時 間 の 中 で 人 間 社
会 の研 究 に 従 事 す る科 学 に よ って 構 成 され て い る。 歴
史(LaStoria)、 地 理(laGeografia)、 そ して 社 会 科 学(le
Scienzesociali)は 、そ れ らの 間 で 密 接 に 関 連 しあ い 、初


















時代 と古代の重要性 を取 り戻す ことが可能 になる。
歴史 ・地理 ・社会分野は、他の教科 との連携に対 し
て開かれている。実際、この分野では、他 と全ての教












テキス トと科学的な歴史テキス ト、マスメデ ィア、マ
ルチメディア、環境 と領域、歴史/芸 術遺産である。
この形成過程において、講義および伝統的な教材 ・教
具は、伝統的 とい うよ りは最近のものである、しかし
同等 に例 と 「よい実践」が豊富なラボラ トー リオの時












地理学的など)と の絶え間ない対話 を通 して、形成 ・
発展するものである。生徒にイタリア、ヨーロソバ、
世界の歴史の形成過程を知 らせ、歴史的な記憶 と国に










































中世 と近代の都市が発達 し、キリス ト教文明の誕生 ・




















民主主義、脱植民地化、経済 ・社会 ・政治 ・文化の複
合的な変遷が、現在の世界を特徴付けている。市民性、
現在の世界の複雑性の中で自らを対処する能力、未来











教育方法は、教育の多様な手段 として実践 され うるも






順の記述 を使 うことを習得する。本か ら学ぶ と同時に、
具体的な要素を直接観察す ることか らも学ぶ。城壁、
広場、工場、教会などである。いかなるときも、多様











にお よぶ伝統の中で、子 どもが過去の知識に近づ くた
めに貴重な資源 となる魅力的な話を、歴史学は積み重
ねてきた。歴史の体系的 ・通事的な知識は、初等学校



















テーマ化 して使用 し、知識を組織す る。









一活動 と体験 した事実 ・語 られた事実を図 と言葉を
使 って表現する。時間の持続を定義す る。時間の































歴史/地 理のカー ドを使用す る。
概念的な道具 と知識






一現在 との関係 も捉 えつっ、学習 した多様な社会の
特徴的な様相について比較する。
一グラフ、表、歴史カー ド、図像の証拠か ら情報を
抽出 ・生産 し、教科書やそ うでないもの といった
多様な種類のテキス トを検討す る。
一学習 した主題 を、 口述 もしくは筆記で、話の形に
起草する。


















を抽出 し、それ らをテキス トの中で組織する。
























択 ・整理 ・組織す る。
一学習 したイ タリア ・ヨーロッパ ・世界の歴史的時
期にお ける様相 と構造について理解する。





一教科書 とそ うでないものの多様な情報 の資料か






それに伴 う自然 との関係 において共同体が行った活動
の経過 を研究す る科学である。時間上のこうした経過
は、環境を変化 させ、領域を 「形成」 し、私たちはそ
の中で生きている。 自然の歴史と人間の歴史は、異な
った時間 とともに発展 してきた。 自然の長い時間は、
それ よりも極端に短い人間の時間 と交錯する。新 しい
文化的見地や技術革新の成功による非常に早い変化の
結果 として、激 しい リズムになることもある。
こうした理由から、地理学は現在を注視 し、多様な
空間の繋ぎ目と人口統計的、社会一文化的、経済的様
相の中で研究を行 っている。 しか し、空間は安定状態
にはないので、地理学は時間とい う次元を捨象できな
い し、その領域に証拠を残 した事実を読解 ・解釈する
可能性 を扱 うことも捨象できないのだ。初等教育の最
初の学年においては、近くを意識的に探検することを
通 して、周 りの環境を知覚す るアプローチが重要であ
























認、人間 ・社会 ・文化の統合 といった価値観を内在化
させることも、地理の貢献によって成 し遂げ られ る。
先人か ら受け継いだ文化遺産は、その多様性におい
て領域における価値ある 「痕跡」 とな り、それに対す
る配慮は、地理が歴史および社会科学 と強い連携を持
つとい う目標になる。これ らの教科 とともに、次の世
代が回復できない資源の中か ら有毒でもなく使い果た
してもいない自然を利用できるように、地理は自然遺
産の保護 と回復を行 う企画 をも共有す ることになる。
ゴミのリサイクル と廃棄、汚染 との戦い、新 しいエネ
ルギーを生産する技術の発展、生物多様性の保護。地
理的な重要性 を持 つこれ らのテーマでは、他の科学




















に注意を払いなが ら、特定 し、知 り、記述す
る。
イタ リアにおけ る基本的な地理の 自然 の
「対象」(山 、川、湖 など)と 人為的 「対象」






芸術 ・文学の)か ら、地理的な情報 を抽出す
る。
塵

















一基準点 を通 して どちらを向いているのかを知 り、
空間を認識す るもの(上 、下、前、後、左、右な






一 自然上 と行政上の地域の位置 をイ タリアの地図
上で特定す る。
頭の中の地図











一類似 と相違を特定すること(過 去の社会 ・歴史的





















察 ・読解 ・分析す る。
自分を取 り巻 く環境に関す る空間上の情報
を効果的に伝えるため、地理的概念(例:立 地、
局地化、地方、地形、環境、領域、人為的自然
のシステムな ど)と 地図、空間の写真 と映像、
グラフ、統計データを適切に利用す る。
ヨー ロッパ と世界における基本的な地理 の
自然の 「対象」(山 、川、湖など)と 人為的 「対
象」(都 市、港と空港、インフラなど)を 知っ
て、突 き止めることができる









有効利用すべ き自然遺産 と文化遺産 として認
識する。
多様 な地理的尺度の領域 システ ムにおける
























の使用などを利用 しなが ら、様々な地図(地 形図







ー ト、物語ふ うのテキス トを利用 しながら、地理
的に正 しく一貫性のある方法で、多様な様相の中














(博 士 後 期 課 程)
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